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序

序

　
津
田
利
治
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
も
う
一
年
に
な
る
。
先
生
は
明
治
三
七
年
の
お
生
ま
れ
だ
か
ら
、
九
四
歳
の
天
寿
を
全
う

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
先
生
は
、
大
正
一
五
年
に
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
法
律
学
科
を
卒
業
さ
れ
、
法
学
部
の
助
手
、
助
教
授
を
経

て
昭
和
二
年
に
教
授
に
就
任
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
三
五
年
か
ら
四
一
年
ま
で
慶
鷹
義
塾
評
議
員
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
義
塾

の
研
究
・
教
育
お
よ
び
教
育
行
政
に
尽
力
さ
れ
、
ま
た
、
法
制
審
議
会
商
法
部
会
委
員
や
日
本
私
法
学
会
理
事
を
務
め
る
な
ど
、
社

会
的
活
動
や
学
会
活
動
に
も
大
い
に
貢
献
さ
れ
た
。
先
生
の
ご
専
門
は
商
法
で
、
ご
著
書
『
横
槍
民
法
総
論
（
法
人
ノ
部
）
』
、
翻
訳
『
ヘ

ッ
ク
利
益
法
学
』
な
ど
の
ほ
か
論
文
が
多
数
あ
る
。
昭
和
二
六
年
に
は
『
改
正
会
社
法
の
研
究
』
で
義
塾
賞
を
受
賞
さ
れ
た
。
先
生

は
ま
た
、
昨
年
定
年
退
職
さ
れ
た
法
学
部
の
津
田
昌
名
誉
教
授
の
ご
尊
父
で
も
あ
り
、
我
々
法
学
部
関
係
者
に
と
っ
て
は
父
子
二
代

に
わ
た
っ
て
深
い
ご
縁
が
あ
る
。

　
昨
平
成
二
年
に
、
先
生
の
ご
逝
去
を
悼
ん
で
『
法
学
研
究
』
（
七
二
巻
六
号
）
に
追
悼
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
に
高
鳥
正

夫
先
生
が
書
か
れ
た
追
悼
文
が
あ
る
（
哀
し
い
こ
と
に
、
高
鳥
正
夫
名
誉
教
授
も
昨
年
二
百
に
他
界
さ
れ
た
）
。
そ
の
文
中
に
、
津
田
利

治
先
生
が
学
生
の
授
業
出
席
を
大
切
な
も
の
と
考
え
て
お
ら
れ
た
た
め
、
一
般
講
義
の
大
教
室
に
カ
メ
ラ
を
持
ち
込
ん
で
学
生
席
を

撮
影
し
、
学
生
に
は
氏
名
・
座
席
番
号
を
書
い
て
提
出
さ
せ
、
後
に
写
真
と
出
席
力
ー
ド
を
照
合
す
る
こ
と
を
思
い
つ
い
て
実
行
さ
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れ
た
、
と
述
懐
さ
れ
て
い
る
。
私
は
そ
の
頃
の
先
生
の
講
義
を
聞
か
せ
て
頂
い
た
法
律
学
科
の
学
生
の
一
人
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の

場
面
は
覚
え
て
い
る
。
覚
え
て
い
る
、
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
出
欠
チ
ェ
ッ
ク
の
方
法
が
今
で
も
強
烈
な
印
象
と
し
て

残
っ
て
い
る
。
私
は
当
時
は
「
カ
メ
ラ
に
フ
ィ
ル
ム
は
装
填
さ
れ
て
い
な
い
」
説
を
採
っ
て
い
た
が
、
先
生
は
最
後
ま
で
真
相
を
明

か
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
、
真
偽
の
ほ
ど
は
今
も
っ
て
不
明
で
あ
る
。
そ
の
後
暫
く
し
て
、
私
が
法
学
部
に
奉
職
し
て
か
ら
、
あ
ま
り

お
話
を
伺
う
機
会
も
な
く
、
先
生
は
昭
和
四
六
年
に
退
職
さ
れ
、
名
誉
教
授
と
な
ら
れ
た
。
た
だ
、
今
し
き
り
に
先
生
の
眼
の
大
き

い
、
温
和
な
笑
顔
を
思
い
出
す
の
は
、
き
っ
と
、
先
生
が
新
入
り
の
若
輩
に
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
機
会
に
優
し
く
声
を
掛
け
て
頂
い
た

せ
い
で
あ
ろ
う
。

　
我
々
後
輩
の
者
と
し
て
は
、
先
生
の
跡
を
引
き
継
い
で
、
自
ら
の
研
究
・
教
育
の
向
上
に
ひ
た
す
ら
研
鐙
を
積
む
の
み
で
あ
り
、

本
追
悼
号
は
、
津
田
利
治
先
生
に
縁
の
あ
る
方
々
が
先
生
の
学
恩
に
捧
げ
る
論
文
集
で
あ
る
。
こ
の
論
文
集
を
先
生
の
ご
霊
前
に
捧

げ
て
、
刊
行
の
辞
に
代
え
た
い
。

二
〇
〇
〇
年
二
月
一
四
日

法
学
部
長

栗
林
忠
男
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